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秋の午後のひととき､南米から爽やかな風が吹き抜ける Ｗ：
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幼いＩｊＩにパラグアイで生活し､そのとき聴いた民俗楽器アルパの音色に魅せられ､第一人者

クリスティーノ･バエス･モンヘス氏の指導を受けるため数度の留学を承れる。

1975年にプロ･デビューを果たし､以来アルパ奏併として脚内外で派動を続ける｡アルゼン

チンの世界的な音楽祭夛コスキン･フェスティバルｊには過去5回出場する。パラグアイ､ボリ

ビア､チリでもコンサートを開き認実力は高く評価されている。｢j（'内では良年にわたりコンサー

卜､テレビ｡ラジオ出演､レコードルリ作を通じてアルパとパラグアイ音楽を広く紹介し､その功

績が認められてパラグアイ共和1K1から1995年に文化功労賞が､2004年にはＩＩｉ１家功労勲章,

コメンダドール位が授薑野される。2007年3)｣に「ミュージック･ペンクラブ｡ジャパン｣から2006

年度のく日本人:コンサート･パフォーマンス部門>で最優秀｢f楽賞が贈られる｡同年１１)]に

パラグアイで行われた『第１回111:界アルパ・フェスティバル｣にアジア代炎として州待され滅奏、

好評を博す。２００８年にはパラグアイ､アスンシオンIijの「パラグアイ１１本文化センター（人造

１，センター）’ の２０周年記念式典に招かれ演奏する。

多方iliiからわが国随一一のアルバ奏者として認められており､これまでにパラグアイ大統領を

はじめ多くの典人の前で演奏する機会も多く､ﾄ１本とパラグアイの文化の架け橋として大い

二iili雌する｡（

ロス･タクナウ Los'rＡＣＩＴＮＡＵ

抜ｌｌﾄﾞのギター･センスと驚異の早；iiiきでアルゼンチン本国のみならずワールドワイドに活跳す

るぺルーサ･タクナウが率いるグループ｡11本でもフォルクローレ･ファンの間では良く知られ

ているギターデュオ“ロス・インデイオス･タクナウ”はペルーサの父と叔父にあたる。その1ｍ

筋を受け継いだギター･テクニックはときにバワフルに､ときに繊細に群き､ときに甘く慨しく

語りかけ､聴く人を魅「する｡またペルーサをサポートするメンバーはケーナ､サンポーニャ、

ロンロコなどのフオルクローレの楽器を日ｲlﾐに操る賀達者たちばかりで､|幅広いレパートリー

でステージを楽しく盛り上げる。

汚而、
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宮川久志ﾚｷﾝﾄｷﾞﾀﾍﾁｬﾗﾝｺﾞ､ｹｰﾅ､,Ｉ（
クラシックギター､リュート､ケーナ､チャランゴをjill学し、１９８１年にクラシックギターを専１１１１学

枝で学ぶため'二京､やがて演奏活動を開始する。_上京後､ルシア塩満と知り合うようになっ

てからパラグアイ背楽にも興１床を覚えるようになり、１９８５年からルシア堀満トリオのメンバー

として本:階的に演奏活動に入る。クラシックギターで培った繊細なテクニックはパラグアイ I麹
音楽の演奏でも随所に輝く。

1987年にはスペイン､1991年にはドイツ､フランス､オランダなど5ヵl]ilを遊学しギターやリュー
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ﾄの演奏技法を習得する。

高山直敏ｷﾞﾀｰ､ｸｱﾄﾛ､ﾁｬﾗﾝｺﾞ､ｻﾝﾎﾟｰﾆｬ
高校卒業後､音楽専'''１学校に通い音楽】'11論などを学ぶ｡フォルクローレとはiimi校時代から

親しんでおり､ルシア塩満のアルパを聴いてからパラグアイ貯楽に傾倒する。１９９４年から

ルシア端満トリオのメンバーとして活動を始める｡アルゼンチンの『コスキン･フェスティバル』

へは過去31i'1,2007年には『節111m世界アルパ･フェスティバル｣|ヘルシア蝋満のギター J1蕊ji，
hＧ－ｐ

伴奏でパラグァイへ行く｡

[997年にはアンデス地刀の楽器を中心にした目LLのグループでＣＤを'二|主制作している。
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高橋マサビロケーナ覇ｻﾝﾎﾟｰﾆｬ､ギター
フオルクローレのグループ｢グルーポ･カンタテイ｣や｢ルス･デ･ナスカ｣の一員として演奏活

動を続けた後､フオルクローレの本場ボリビアへ渡り研鐵を磯む｡199ｲ年にはボリビアでＣＤ

を録音し､現地マスコミの間で大いに注１１される。1995年にはケーナ､サンポーニャの新た

な[f楽性を追求するためジャズの分野で活躍する奏者とグループを結成し演奏活動に

入る一方､1996年､2005年､2008年にＣＤを自主ｉＩｉｌ作する｡ケーナとサンポーニヤのスペシ

ャリスト。
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主な演奏予定曲】カスカー外/、ワイン'アルパのlWt，エル･チヨクロ／コンドルは)臆んで行く：


